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読
書
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
欲
に
と
、
秋

は
快
適
な
季
節
に
例
え
ら
れ
ま
す
が
、

新
た
な
歩
み
を
は
じ
め
た
上
島
町
に
と

り
ま
し
て
も
、
実
り
多
き
季
節
に
な
る

も
の
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
度
、
上
島
町
初
代
町
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
上
村
俊
之
で
ご
ざ
い

ま
す
。

現
在
、
全
力
で
公
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
直

接
御
挨
拶
に
伺
う
余
裕
が
な
い
こ
と
の

非
礼
を
、
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
上
島
町
の
合
併
は
離
島
同
士
で

も
あ
る
為
、
私
の
政
治
信
条
、
あ
る
い

は
顔
さ
え
も
分
か
ら
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
「
よ
く
見
る

よ
く
聞
く
　
よ
く
話
す
」
を
具
体
的
政

策
と
し
て
立
案
し
実
行
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
様
に
私
自
身
の
実
像
を
ご
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
よ
く
見
る
」
と
は
、
可
能
な
限
り

自
ら
足
を
運
び
現
場
を
見
る
と
い
う
こ

と
。
表
面
だ
け
で
な
く
真
実
を
見
極
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
職
員
を
信
頼
し
、
担
当
部

署
の
仕
事
に
つ
い
て
は
責
任
の
範
囲
に

お
い
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま

す
が
、
必
要
に
応
じ
私
自
身
の
目
で
見

る
こ
と
で
、
状
況
判
断
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
よ
く
聞
く
」
と
は
、
私
自
身
の
一

方
的
な
価
値
観
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
皆
様
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
自

ら
の
過
ち
は
修
正
し
、
上
島
町
民
多
数

の
利
益
と
な
る
協
議
事
項
は
、
実
践
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
終
判
断
は
、
首
長
で
あ
る
私
が
責

任
を
持
っ
て
行
い
ま
す
が
、
広
く
門
戸

を
開
き
、
優
れ
た
意
見
は
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
方
法

と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
日
常
の
会
話
が

一
番
大
切
で
す
が
、
行
事
と
し
て
旧
体

制
時
に
実
施
し
た
、
住
民
の
皆
様
か
ら

自
由
に
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く
「
ふ

る
さ
と
懇
談
会
」
を
、
各
地
区
に
お
い

て
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
よ
く
話
す
」
と
は
、
ご
ま
か
さ
な

い
と
い
う
こ
と
。
町
民
の
み
な
さ
ん
と

積
極
的
に
話
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
の
知
り
得
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
個
人
情
報
や
、
公
の
機

密
事
項
以
外
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
要

請
が
あ
れ
ば
隠
し
事
を
す
る
こ
と
な
く

話
し
、
町
民
生
活
に
関
わ
る
情
報
は
で

き
る
だ
け
早
く
お
伝
え
致
し
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
全
て
に
対
し
、
私
か
ら
直

接
答
え
る
事
が
出
来
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
場
合
は
担
当
課
に
お
い

て
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
私
は
立
候
補
に
あ
た
り

■
思
い
や
り
の
あ
る
　
健
康
福
祉
の
町

づ
く
り

■
活
力
あ
ふ
れ
る
　
産
業
の
町
づ
く
り

■
心
豊
か
な
　
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
町
づ
く
り

■
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り

を
公
約
の
４
本
柱
と
し
、
そ
の
柱
か
ら

伸
び
る
枝
葉
を
政
策
と
し
て
、
誠
心
誠

意
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、

そ
の
中
で
「
少
子
高
齢
化
対
策
」
か
ら

視
線
を
広
げ
る
こ
と
が
、
こ
の
４
つ
の

公
約
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
に
な
る

と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、
若

者
の
定
住
を
拡
大
す
る
為
に
雇
用
を
確

保
す
る
こ
と
、
雇
用
を
確
保
す
る
為
に

は
特
に
地
場
産
業
の
保
護
育
成
に
力
を

注
ぐ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
場
産
業
育
成
と
は
、
社
会
基
盤
の

整
備
・
充
実
で
あ
り
、
高
度
情
報
化
、

道
路
・
港
湾
施
設
、
上
島
架
橋
推
進
等

の
環
境
整
備
を
行
い
、
側
面
か
ら
支
援

す
る
為
の
、
優
遇
税
制
を
含
め
た
制
度

の
適
用
に
努
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
取

り
組
み
、
民
間
で
出
来
る
業
務
は
民
間

に
ゆ
だ
ね
、
地
元
で
で
き
る
仕
事
は
、

地
元
企
業
に
責
任
を
持
っ
て
請
け
負
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、
雇

用
の
確
保
と
共
に
子
育
て
を
福
祉
政
策

と
し
て
と
ら
え
、
結
婚
や
出
産
を
阻
む

社
会
経
済
的
・
心
理
的
要
因
を
取
り
除

く
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

高
齢
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介

護
保
険
等
、
国
策
に
よ
る
制
度
も
充
実

し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
の
数
を

増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
を
支

え
る
基
盤
を
確
立
し
、
親
の
面
倒
は
子

供
が
看
る
と
い
う
基
本
を
保
つ
事
が
重

要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
医
療
体
制
の
整
備
充
実

を
含
め
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
子
供

や
孫
と
暮
ら
せ
る
、
温
か
い
ふ
る
さ
と

を
創
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
少
子
高
齢
化
対
策
」
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
な
観
点
に
立
て
ば
、
教
育
環
境

の
拡
充
も
重
要
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
の

長
岡
藩
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
た
「
米

百
俵
」
の
精
神
で
、
人
を
育
て
る
た
め

の
教
育
設
備
や
、
人
材
を
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
行
政
組
織
に
お
い
て
は
、

私
が
民
間
出
身
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
民

間
会
社
の
経
営
哲
学
を
導
入
し
、
住
民

本
位
の
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
第
30
条
に
は
「
す
べ

て
の
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、

公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
且
つ
、

職
務
の
遂
行
に
当
っ
て
は
、
全
力
を
挙

げ
て
こ
れ
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
組
織
の
改
革
と
、

職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

私
の
政
治
信
条
は
「
天
の
時
は
地
の

利
に
し
か
ず
　
地
の
利
は
人
の
和
に
し

か
ず
」
と
い
う
孟
子
の
言
葉
で
表
さ
れ

て
お
り
、
文
化
が
異
な
る
４
町
村
の
合

併
に
対
し
て
は
、「
町
民
の
融
和
」
と

「
均
等
な
発
展
」
に
細
か
く
気
を
配
り
、

小
さ
な
地
区
や
弱
い
分
野
に
「
優
し
い

心
」
で
接
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

私
の
信
条
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
以
前
と
同
じ
事
を
申
し
述

べ
ま
す
が
、
今
以
上
に
上
島
町
を
良
く

す
る
た
め
、
私
の
で
き
る
こ
と
は
、
現

在
の
、
中
国
の
原
点
た
る
、
漢
帝
国
を

興
し
た
「
劉
邦
」
の
よ
う
に
、
お
お
ら

か
で
優
し
い
精
神
を
兼
ね
備
え
、
人
を

敬
い
、
各
分
野
に
優
れ
た
人
材
を
適
用

す
る
こ
と
を
含
め
、
町
民
の
皆
様
の

「
和
」
を
一
番
大
切
な
も
の
と
し
て
心

に
刻
み
、
私
心
を
捨
て
、
政
務
に
励
む

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
上
島
町
は
国
の
三
位
一
体
改

革
（
国
庫
補
助
金
負
担
金
の
廃
止
・
削

減
、
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
地
方
交
付

税
の
縮
減
の
３
つ
を
同
時
に
行
う
こ
と

で
、
国
か
ら
地
方
へ
の
分
権
を
進
め
、

国
、
自
治
体
の
行
政
を
効
率
化
し
財
政

再
建
を
図
る
。）
に
よ
る
自
由
競
争
の

時
代
と
も
言
え
る
中
に
お
い
て
、
職
員

は
も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
町
は
取
り
残
さ

れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
大
変
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
度
予
算
編
成
な
ど
の
指

針
と
な
る
、
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改

革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
４
、
俗

に
言
う
骨
太
方
針
２
０
０
４
は
、
平
成

17
年
度
及
び
18
年
度
の
２
年
間
を
、
新

た
な
成
長
の
基
盤
を
確
立
す
る
為
の

「
重
点
強
化
期
間
」
と
位
置
づ
け
て
お

り
、「
重
点
強
化
期
間
」
の
２
年
間
は
、

市
町
村
の
将
来
を
決
定
す
る
、
最
も
重

要
な
時
期
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
そ
れ
以
上
に
、
準
備

期
間
で
あ
る
本
年
度
こ
そ
が
上
島
町
に

と
っ
て
の
最
重
要
期
間
で
あ
り
、
行
政

に
携
わ
る
全
て
の
者
は
、
小
さ
な
事
に

と
ら
わ
れ
ず
、
切
磋
琢
磨
し
、
肩
を
組

み
、
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
し
あ
う
こ

と
が
、
新
町
上
島
町
の
町
民
に
と
っ
て
、

ま
た
上
島
町
の
将
来
を
支
え
る
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
、
一
番
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
私
達
が
行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
は
、
理
事
者
、
議
会
、
町

民
が
三
位
一
体
と
な
り
、
新
町
「
上
島

町
」
の
体
力
を
蓄
え
、
県
や
国
に
対
し

て
堂
々
と
意
見
が
言
え
る
体
制
を
造
る

事
で
あ
り
ま
す
。

町
章
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
帆
船

の
よ
う
に
、「
上
島
町
」
は
新
た
な
船

出
を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
町
民
の
代
表

と
し
て
、
雨
の
日
も
逆
風
の
時
も
、
指

が
か
じ
か
む
真
冬
の
夜
も
、
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
舵
を
取
り
続
け
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

帆
船
が
進
む
為
の
順
風
を
送
っ
て
い
た

だ
き
、
お
一
人
お
一
人
の
力
を
暖
か
い

風
に
乗
せ
て
、
誤
り
の
な
き
方
向
へ
導

い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
私
の
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上
島
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
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上
島
町
設
置
に
伴
う
上
島
町
長
・
町
議

会
議
員
選
挙
が
11
月
２
日（
火
）
に
告
示

さ
れ
、
町
長
選
挙
は
、
選
挙
す
べ
き
定
数
を

超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
、
立

候
補
者
上
村
俊
之
氏
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
選
挙
は
、
定
数
18
人
（
各

選
挙
区
定
数
…
弓
削
７
人
、
生
名
４
人
、

岩
城
５
人
、
魚
島
２
人
）
に
対
し
て
、
岩

城
・
魚
島
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
選
挙
す

べ
き
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。
弓
削
・
生
名
選
挙
区

は
、
選
挙
す
べ
き
定
数
を
超
え
た
た
め
、

５
日
間
の
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
、
11
月
７

日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
、
開
票

の
結
果
、
岩

城
・
魚
島
の
当

選
者
と
合
わ
せ

て
、
18
名
の
町

議
会
議
員
が
初

当
選
し
ま
し
た
。

翌
８
日
に

は
、
上
島
町
総

合
庁
舎
に
お
い

て
、
衣
川
選
挙

管
理
委
員
長
か

ら
、
上
島
町
長

に
当
選
し
た
上

村
氏
及
び
弓
削
選
挙
区
の
町
議
会
議
員
当

選
人
に
、
ま
た
、
生
名
・
岩
城
・
魚
島
の

各
総
合
支
所
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

選
挙
区
の
町
議
会
議
員
当
選
人
に
当
選
証

書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
及
び
新
町
長
・
新
町
議
会

議
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

上
島
町
長

町
議
会
議
員
選
挙
結
果

当
当
当
当
当
当
当
当

得票数
367票
355票
353票
330票
319票
310票
307票
242票
139票

氏　　　名
前　田　省　二
岡　島　政　則
平　山　和　昭
田　窪　　　忍
竹　林　秀　夫
村　上　　　要
土　居　計　彦
桧　垣　一　成
藤　田　勅　弥

当
当
当
当
当

※案分票の小数点以下切捨て

弓削選挙区

町議会議員選挙候補者別得票数

生名選挙区

得票数
287票
267票
238票
191票
182票
168票
157票
100票

氏　　　名
池　本　興　治
浜　田　勝　祐
原　山　公　男
寺　下　満　憲
岡　本　和　之
池　本　敏　恭
横　川　武　広
浜　田　久美子

投・開票関係

当日有権者数

投 票 者 数

投 票 率

有効投票数

無効投票数

法定得票数

弓削選挙区

3 , 1 1 5 人

2 , 7 5 3 人

8 8 . 3 8 ％

2 , 7 2 2 票

3 1 票

9 7 . 2 1 5 票

生名選挙区

1 , 7 8 3 人

1 , 6 1 3 人

9 0 . 4 7 ％

1 , 5 9 1 票

2 2 票

9 9 . 4 3 7 5 票

町議会議員選挙　投・開票結果
【弓削・生名選挙区】
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上
島
町
設
置
に
伴
う
上
島
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
は
、
10
月
26
日（
火
）
に
告

示
さ
れ
、
選
挙
す
べ
き
定
数
を
超
え
な
か

っ
た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
、
次
の
12
名

の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
は
、

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
12
人

に
加
え
、
議
会
推
薦
５
人
以
内
、
越
智
今

治
農
協
推
薦
１
人
及
び
東
予
農
業
共
済
組

合
推
薦
１
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上
島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

上島町議会議員当選者　18名（選挙区別　弓削・生名：得票順、岩城・魚島：届出順）

選挙区

地　　区

氏　　　　名 性別 年令

生
　
　
　
名

岩
　
　
　
　
　
城

池本
い け も と

興治
こ う じ

浜田
は ま だ

勝祐
かつすけ

原山
はらやま

公男
き み お

寺下
てらした

満憲
みつのり

松浦
まつうら

明広
あきひろ

森本
もりもと

裕人
ひ ろ と

宮脇
みやわき

政敏
まさとし

原
はら

博彦
ひろひこ

新川
しんかわ

健
たけし

男

男

男

男

男

男

男

男

男

64

59

55

54

56

62

75

61

56

氏　　　　名 性別 年令

越智
お ち

貴美夫
き み お

浦中
うらなか

孝義
たかよし

松村
まつむら

由継
よしつぐ

濱田
は ま だ

和保
かずやす

寺下
てらした

満憲
みつのり

池本
いけもと

雅彦
まさひこ

村瀬
む ら せ

忍
しのぶ

岡野
お か の

次三
つぎそう

宮脇
みやわき

政敏
まさとし

津田
つ だ

豊
ゆたか

松浦
まつうら

良知
よしとも

西本
にしもと

進
すすむ

弓削佐島

弓削佐島

弓削久司浦

生　　名

生　　名

生　　名

弓削下弓削

岩　　城

岩　　城

岩　　城

岩　　城

岩　　城

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

74

71

69

48

54

66

73

68

75

64

62

61

選挙区 氏　　　　名 性別 年令

弓
　
　
　
　
　
削

魚

島

前田
ま え だ

省二
しょうじ

岡島
おかじま

政則
まさのり

平山
ひらやま

和昭
かずあき

田窪
た く ぼ

忍
しのぶ

竹林
たけばやし

秀夫
ひ で お

村上
むらかみ

要
かなめ

土居
ど い

計彦
かずひこ

松原
まつばら

彌一
や い ち

大西
おおにし

宗一
そういち

男

男

男

男

男

男

男

男

男

50

57

61

70

59

56

64

66

56

※届出順
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平
成
16
年
10
月
１
日
よ
り
上
島
町
長

職
務
執
行
者
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
佐
伯

眞
登
氏
が
、
11
月
８
日
に
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
佐
伯
眞
登
氏
に
退
任
に
当

た
っ
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
上
島
町
長
職
務
執
行
者
と
し
て
勤
め
ら

れ
て
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
。

10
月
20
日
、
台
風
23
号
の
接
近
に
よ

り
、
急
遽
出
張
予
定
を
繰
り
上
げ
て
の
帰

途
、
姫
路
駅
で
新
幹
線
が
12
時
間
も
ス
ト

ッ
プ
し
ま
し
た
。

地
元
の
災
害
状
況
に
気
を
揉
み
な
が
ら

の
長
く
て
辛
い
時
間
で
し
た
。

未
曾
有
の
大
被
害
を
受
け
た
道
路
・
漁

港
施
設
等
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て

い
ま
す
。

■
今
後
、
上
島
町
の
発
展
を
ど
う
望
み
ま

す
か
。

上
島
町
は
、
離
島
同
士
の
合
併
で
す
の

で
、
行
財
政
の
効
率
化
も
ま
ま
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
人
口
規
模
か
ら
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
局
面
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
優

れ
た
首
長
の
「
指
導
力
」
と
、
自
ら
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
す
る
「
住
民
力
」、
時
代

を
先
取
り
し
行
動
す
る
「
職
員
力
」
が
三

位
一
体
と
な
り
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、
汗
と

力
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
上

島
町
に
は
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

互
譲
・
協
力
・
節
倹
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

各
地
域
の
よ
さ
と
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、

上
島
町
全
体
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
発
展
を
図

る
べ
く
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

■
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
願

い
し
ま
す
。

軈
ま
ち
づ
く
り
軋
も
自
己
責
任
の
時
代

で
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
行
政
に
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
出
来
る
こ
と
か
ら
実

行
す
る
と
い
う
姿
勢
が
、
地
域
の
自
立
と

一
体
感
の
確
立
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
日
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し

て
い
ま
す
。

佐伯 眞登氏退任
【11月８日】

上島町発足直後ということもあり、大変お忙しい１ヶ月
余りだったと思います。大変ご苦労様でした。
これからも上島町の発展のために、ご指導ご協力をお願

い申し上げます。
ありがとうございました。



2004年12月　　7

上

島

町

消

防

だ

よ

り

救
急
出
場
件
数
は
、
全
国
的
に

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
上

島
町
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
部
で
は
安
易
に
救
急

車
（
艇
）
を
呼
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

遠
く
の
病
院
を
希
望
し
た
り
し
て

し
ま
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

※
上
島
町
で
は
原
則
と
し
て
、
島

内
の
病
院
、
若
し
く
は
近
隣
の

救
急
二
次
病
院
に
搬
送
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
掛

か
り
付
け
の
病
院
、
医
師
の
指

示
が
あ
る
場
合
等
、
特
別
な
場

合
は
除
き
ま
す
。

本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
の

た
め
に
、
救
急
車
（
艇
）
は
正
し

く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
管
外
搬
送
に
つ
い
て

10
月
１
日
、
上
島
町
に
上
島
町

消
防
本
部
が
発
足
し
、
救
急
傷
病

者
の
管
外
搬
送
（
今
治
・
尾
道
地

区
等
）
の
方
法
が
、
次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
し
た
。

管
外
搬
送
中
は
消
防
署
の
機
能

が
極
端
に
低
下
し
、
二
次
出
場
し

が
た
い
状
況
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
は
十
分
ご
配
慮
く
だ

さ
い
。

■
休
日
診
療
に
つ
い
て

上
島
町
各
地
区
に
医
師
が
不
在

で
も
、
因
島
市
に
救
急
指
定
病
院

（
因
島
総
合
病
院
）
や
休
日
急
患

診
療
病
院
（
因
島
市
医
師
会
病
院

内
科
）
等
が
あ
り
、
休
日
の
場
合

で
も
個
人
で
行
け
る
よ
う
で
あ
れ

ば
救
急
車
（
艇
）
を
利
用
し
な
く

て
も
診
察
し
て
も
ら
え
ま
す
。

救
急
車
・
救
急
艇
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

【火事・救急の際の電話番号】

■弓削・生名地区　火事、救急局番なし119

■岩城・魚島地区

火事　局番なし119（各総合支所）

救急　77－4119（上島町消防署）

【問合せ先】

上島町消防本部　77－3166

上島町消防署　　77－4118

■
救
急
車
の
呼
び
方

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
次
の

こ
と
を
慌
て
な
い
で
、
は
っ
き
り

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
ど
こ
で
？

（
住
所
･
目
標
物
）

②
だ
れ
が
？

（
名
前
･
性
別
･
年
齢
･
傷
病

者
の
人
数
）

③
ど
の
よ
う
に
？

（
事
故
の
形
態
･
傷
病
の
程
度
･

症
状
）

④
通
報
者
氏
名
・
電
話
番
号

（
電
話
を
か
け
て
き
て
い
る
人

の
名
前
･
電
話
の
番
号
）

ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た

ら
で
き
る
だ
け
道
案
内
に
出
て
下

さ
い
。
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体
調
が
悪
か
っ
た
り
、
熱
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
り
す
る
と
、
ま
ず
「
か
ぜ
」
を

疑
い
ま
す
。
か
ぜ
は
１
年
間
に
３
〜
４
回

か
か
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
一
般
的
な
病

気
で
す
。

か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
る
カ
ギ

は
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
で
、

本
来
、
体
に
備
わ
っ
た
抵
抗
力
を
高
め
る

こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

①
か
ぜ
の
流
行
中
は
、
人
ご
み
を
避
け
る

ウ
イ
ル
ス
の
つ
ま
っ
た
粘
液
の
粒
は
、

１
回
の
咳
で
10
万
個
、
く
し
ゃ
み
で
は
100

万
個
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
ま
す
。

②
う
が
い
は
こ
ま
め
に
す
る

ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
の
中
に
取
り
込
ま
れ

て
し
ま
う
前
に
、
頻
繁
に
行
う
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。

③
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
丁
寧
に
手
洗
い
を

す
る

石
鹸
を
使
う
と
効
果
的
で
す
が
、
な
い

時
は
20
秒
以
上
、
流
水
で
手
に
つ
い
た
ウ

イ
ル
ス
を
洗
い
流
し
ま
す
。

④
体
を
冷
や
さ
な
い

冷
え
は
血
液
の
循
環
を
悪
く
し
、
呼
吸

器
粘
膜
の
抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
た
だ
し
、

温
め
す
ぎ
は
逆
効
果
。

⑤
部
屋
の
温
度
は
20
℃
前
後
、
湿
度
は

50
％
以
上
に
す
る

か
ぜ
の
ウ
イ
ル
ス
は
湿
度
が
苦
手
。
洗

濯
物
を
部
屋
の
中
に
干
し
た
り
、
加
湿
器

を
使
っ
て
湿
度
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

★
疲
労
を
た
め
こ
ま
な
い

★
睡
眠
は
し
っ
か
り
と

★
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

「
抵
抗
力
を
高
め
る
栄
養
素
」

た
ん
ぱ
く
質：
免
疫
抗
体
の
主
成
分
に
な

る
効
果
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ａ：

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
強
化

す
る
効
果
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ：

抵
抗
力
を
高
め
る
効
果
が

あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ：

血
行
を
促
進
す
る
効
果
が

あ
る

★
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
む
と
、
抵
抗
力
が

落
ち
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解

消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

★
禁
煙
し
、
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

の
ど
の
粘
膜
が
痛
ん
で
い
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
が
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

★
適
度
な
運
動
を

か
ぜ
の
撃
退
に
は
、
体
力
づ
く
り
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
心
肺
機
能
を
高
め
る
た
め

に
も
手
軽
に
出
来
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

か
ら
は
じ
め
、
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

今
治
中
央
保
健
所
で
は
、
愛
媛
エ

イ
ズ
予
防
週
間
期
間
中
に
、
次
の
日

程
で
、
夜
間
の
電
話
相
談
や
血
液
検

査
（
無
料
・
匿
名
・
予
約
不
用
）
を

行
い
ま
す
。

予
防
期
間
中
の
夜
間
検
査
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
検
査
結
果
が
わ
か
り

ま
す
。

■
日
時
　
12
月
１
〜
２
日
の
２
日
間

■
受
付
時
間
　
午
後
５
時
〜
８
時

■
場
所
　
今
治
中
央
保
健
所

■
問
合
せ
先

℡

０
８
９
８
―

２
３
―

２
５
０
０

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間

12
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）
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消
費
税
の
届
出
と
記
帳
等
の

準
備
は
お
済
で
す
か
？

〜
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る

個
人
事
業
者
の
方
へ
〜

詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

■
今
治
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

℡

０
８
９
８
―

３
２
―

６
１
０
２

■
税
務
相
談
室
　
今
治
分
室

℡

０
８
９
８
―

３
３
―

２
２
２
２

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.nta.go.jp/

●消費税の納税義務者となる方は？
平成15年分の課税売上高が、1,000万円を超える個人事業者

の方は、平成17年分において消費税の申告と納税が必要とな
り、課税事業者となります。
●届出書の提出がお済でない方は速やかに！
新たに課税事業者となる方は、「消費税課税事業者届出書」

を提出する必要がありますので、届出書を未提出の方は、所
管の税務署に速やかに提出してください。
●課税事業者は日々の記帳を適切に！
課税事業者は、帳簿を備え付け、取引の内容等を整然と、

かつ、明瞭に記載し、これを７年間保存しなければなりません。
平成17年分消費税の申告・納付は平成18年３月31日までに

行うこととなりますが、申告・納付すべき消費税を正しく計
算するため、日々の取引の状況を適切に記帳しましょう。
●ご注意！
★原則課税を適用している事業者（簡易課税制度を適用して
いない事業者）は、課税仕入れ等に関する帳簿と請求書等
の両方を保存する必要があります。帳簿と請求書等の両方
の保存がない場合、仕入税額控除の適用を受けることがで
きません。

★簡易課税制度を適用している事業者で、２種類以上の事業
を営む事業者は、課税売上高を事業の種類ごとに帳簿等で
区分しておく必要があります。

●届出書の用紙はどこにあるの？
届出書等の用紙は、最寄の税務署に備え付けています。

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
付
し
て
、
65

歳
か
ら
年
間
７
９
４，

５
０
０
円
（
満
額
）

が
一
生
涯
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
未
納
期
間
（
保
険
料
を
納
め

な
か
っ
た
期
間
）
が
あ
る
と
、
そ
の
分
は

満
額
の
年
金
か
ら
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
減
額
は
一
生
涯
続
き
ま
す
の
で
、
未

納
月
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
は
大
変
重
要
で

す
。ま

た
、
未
納
期
間
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
毎

月
納
期
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

年
末
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
納
め
忘

れ
が
な
い
か
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
今
治
社
会
保
険
事
務
所

℡

０
８
９
８
―

３
２
―

７
３
５
３

（
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
）
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平成17年から、上島町各地区の成人者が一堂に会して成人式を行います。
新成人の皆様、ふるさとの成人式に是非ご出席下さいますようご案内いたします。

大塚　哲弥　　　 　　　中塚　勇貴
西倉　善教　　　松本　直樹　　　濱中　和也
長谷川将司　　　松本　宜晃　　　松闢　祐介
岡島　裕助　　　顴田健太郎　　　原田新太郎
望月　竜太　　　山下　真史　　　山下　裕規
岩越　健太　　　釜井　孝晃　　　松下　浩二
山本　隆志　　　浪切　浩司　　　柏原　充明
正岡　　慶　　　和田　智仁　　　平山　貴英
古川　　輝　　　百垣　　浩　　　浦野　聖子
川辺菜美子　　　木原　千夏　　　原　　瑠美
堀本　梓織　　　能地　友美　　　森本　友紀
八原　　望　　　上村　早紀　　　福田　茉耶
藤原なぎさ　　　松浦　あや　　　有吉真理子
南　亜里紗　　　福田　梨乃　　　三好真美恵
大窪栄仁子　　　村上　裕子　　　天野　聖花
津國　洋子　　　前川　裕紀　　　西倉　　恵
濱口枝小里　　　大賀　亜衣

後藤　誠司　　　仙田　卓司　　　豊田　真之
宗藤　拓也　　　山本　昌幸　　　吉原　邦武
大高　佑介　　　川田　智章　　　澤田　章太
上大迫大気　　　木内　啓人　　　福万　祥教
藤井　　寛　　　森光　　誠　　　吉田　正人
小川　展央　　 田　一範
ズル　アズリ ムハマド　アシュラフ
小沢　知代　　　吉川　祥子　　　西原　裕子

荒井　正明　　　闍見　祐輔　　　津國　知生
津國　典之　　　出口　　桂　　　中務　有丈
巻幡　　徹　　　宮本　圭二　　　村上　　生
池本　有希　　　上村　真巳　　　大平　淳美
岡本華奈子　　　立花　真紀　　　土井美智子
濱口　麻樹　　　濱口　真弥　　　平谷　志帆
村上　愛実　　　村上奈保美　　　森本亜矢子
山本　和子　　　横川　美希　　　吉岡　詩織

池本　純一　　　浦安　　慶　　　大谷　洋介
菊池　　孝　　　黒瀬　康夫　　　児島　成泰
児玉　　啓　　　白石　剛士　　　田名後　翔
中本　征吾　　　仁木　洋平　　　福田　昇平　
穗積　雅晴　　　村上　恭平　　　森本　康太　
井手由美子　　　井上　愛子　　　大岡　真紀　
澤村　智子　　　澤村　美希　　　新見　真弓　
西田　美幸　　　箱闢　朋子　　　林　　慶子　
古本　智與　　　福永　　茜　　　前田　智枝　
松浦　　愛　　　松浦　由佳　　　宮脇　芽依　
村上　直美　　　村上真奈美

日吉　由美　　　森山真衣子

該当者には、個人（保護者）宛てに案内状を送付いたしますが、万一、上記名簿に記載されていない
方がおられましたら、至急ご連絡ください。

また、現在町外へ転出されている方も参加できますので、心当たりの方はご連絡下さい。

■上島町教育委員会　TEL ７７－２１２８ ■生名支所　TEL ７６－２２２３
■岩城支所 TEL ７５－２５００　　　■魚島支所　TEL ７８－００１１



人
権
啓
発
活
動
を
と
お
し
て
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、次
の
と
お
り「
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
４
日（
土
）

12
時
30
分
開
場
〜
13
時
開
会

■
会
場
　
せ
と
う
ち
交
流
館

■
内
容

人
権
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

展
示
・
芝
居
（
舞
台
女
優：

小

林
泉
さ
ん
）・
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

■
問
合
せ
先

上
島
町
教
育
委
員

会
（
℡
７
７
―

２
１
２
８
）

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
一
人

が
「
人
権
」
と
い
う
も
の
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
行
為

に
よ
っ
て
他
人
の
人
権
を
侵
し
て

い
な
い
か
反
省
す
る
週
間
で
も
あ

り
ま
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
本
年
も
12
月
４

日
か
ら
10
日
の
一
週
間
を
人
権
週

間
と
し
て
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項

と
し
て
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま

す
。

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

な
お
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
松
山
地
方
法
務
局
今
治
支
局
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
松
山
地
方
法
務
局
今
治
支
局

℡
０
８
９
８
―

２
２
―

０
８
５
５

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
問
題
に
関
す
る
12
時
間
電
話
相

談
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

差
別
待
遇
・
暴

行
・
虐
待
、い
じ
め
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
等
、
そ
の
他
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

■
日
時

平
成
16
年
12
月
10
日

（
金
）
９
時
〜
21
時

■
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
（
弁
護
士
資
格

の
あ
る
者
含
む
）、
法
務
局
職
員

■
電
話
番
号

０
１
２
０
―

０
２
５
―

５
５
０

弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
で
は
、

研
究
等
の
成
果
を
公
表
す
る
た
め
、

教
員
研
究
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
７
日（
火
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所

弓
削
商
船
高
等
専
門
学

校
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

■
演
題
及
び
講
演
者

『
四
国
地
区
高
専
と
の
連
携
・
交

流
事
業
「
特
別
講
義
」
に
つ
い
て
』

商
船
学
科
　
友
田
　
進

『
新
設
さ
れ
た
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
概
要
と
実
演
』

商
船
学
科
　
高
岡
俊
輔

■
問
合
せ
先

弓
削
商
船
庶
務
課
図
書
係
　
東

℡
７
７
―

４
６
０
８

2004年12月　　132004年12月　　13

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
の
ご
案
内

第
56
回
人
権
週
間

人
権
問
題
に
関
す
る

総
合
12
時
間
電
話
相
談

第
37
回
教
員
研
究
懇
談
会

開
催
の
ご
案
内

平成16年工業統計調査を12月31日現在で行います。
調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月

にかけて調査員がお伺いします。
なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確
なご記入をお願いします。

工業統計調査にご協力ください
経済産業省・愛媛県・上島町
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2004年12月　　17

■四国高校新人陸上選手権大会

10月10日（愛媛県総合運動公園）

片平枝里（今治西高）

800ｍ　優　勝　タイム2分21秒28

1500ｍ　第三位　タイム4分53秒03



弓　削

生　名

岩　城

魚　島

合　計

発行／上島町　編集／企画情報課
〒794－2592 愛媛県越智郡上島町弓削下弓削210番地

TEL 0897－77－2500 FAX 0897－77－4011

12月の潮汐表
潮

高　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位

低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。

区　分 男 女 合　計 世帯数

0：44
1：17
1：57
2：52
4：11
5：45
7：05
8：09
9：02
9：51

10：37
11：22
12：07
－

0：28
1：16
2：10
3：11
4：23
5：44
7：04
8：15
9：15

10：07
10：52
11：32
12：09
－

0：01
0：35
1：12

269
257
245
234
228
234
254
281
311
339
362
378
386
－
313
304
292
278
269
267
275
289
306
321
331
337
338
－
269
267
264

14：06
14：46
15：32
16：26
17：26
18：26
19：20
20：08
20：53
21：36
22：18
23：00
23：43
12：52
13：39
14：29
15：21
16：16
17：16
18：16
19：14
20：08
20：56
21：39
22：18
22：53
23：27
12：42
13：14
13：46
14：19

321
308
296
286
281
281
286
293
301
309
315
318
317
385
377
362
344
325
308
296
287
282
279
277
276
274
272
336
332
326
318

7：16
7：50
8：30
9：19

10：23
11：41

0：58
1：51
2：37
3：20
4：03
4：45
5：28
6：12
6：57
7：45
8：36
9：32

10：36
11：49

0：46
1：48
2：43
3：30
4：12
4：50
5：26
5：59
6：31
7：03
7：37

49
64
82

100
117
127
124
98
68
39
13
－7
－20
－23
－17
－2
21
49
77

101
92
76
59
44
32
24
22
22
27
34
45

20：15
20：57
21：48
22：50
23：57
－

13：01
14：11
15：09
16：00
16：47
17：32
18：17
19：03
19：50
20：40
21：35
22：35
23：40
－

13：08
14：22
15：25
16：18
17：03
17：43
18：19
18：52
19：24
19：56
20：31

157
163
164
159
146
－
129
123
115
106
100
97
97

100
104
108
111
110
104
－
117
124
126
126
127
128
129
131
131
130
126

中
中
中
小
小
小
長
若
中
中
中
大
大
大
大
中
中
中
小
小
小
長
若
中
中
中
大
大
大
大
中

貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日

人権フェスティ
バル
12:30～開場
せとうち交流館

行政相談
9:00～14:00
中辻委員宅

（弓削）

岩城芸能発表会
13:00～16:00
岩城開発総合セ
ンター

天皇誕生日

平成17年元旦役場仕事納め

■固定資産税第3期【納期限　12月27日（月）】
■国保税第6期
【納期限　岩城･魚島：12月27日（月）、弓削：
12月28日（火）、生名：平成17年1月4日（火）】

上島町行事カレンダー 2004年12月 DECEMBER

毎月の行事等
【弓削総合支所関係】

【生名総合支所関係】

人口の動き（平成16年10月31日現在）

1,867
（▲ 2）

1,944
（ 5）

3,811
（ 3）

1,911
（▲ 1）

972
（▲ 2）

1,083
（ 0）

2,055
（▲ 2）

943
（▲ 1）

1,087
（▲ 1）

1,183
（▲ 4）

2,270
（▲ 5）

948
（▲ 6）

142
（▲ 1）

147
（▲ 1）

289
（▲ 2）

165
（ 0）

4,068
（▲ 6）

4,357
（ 0）

8,425
（▲ 6）

3,967
（▲ 8）

英会話教室
せとうち交流館
潮　湯

毎週水曜日19:30～（中央公民館）
毎週月曜日休館
毎週月曜日休館

【岩城総合支所関係】
英会話教室
絵画教室（油絵）
郷土館

毎週木曜日20:00～（生活文化センター）
毎週月曜日20:00～（生活文化センター）
毎週火曜日・祝祭日・年末年始休館

英会話教室

パソコンクラブ
スポレク体育館

毎週火・水曜日（生名公民館）
火曜日19:30～　水曜日9:00～
第４土曜日19:30～（生名公民館）
毎週火曜日休館

（ ）内は平成16年10月１日比
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落葉果樹は、開花・発芽が早春から始まるなど、常緑樹のかんきつ類とは生育生理が異なります。
適期に栽培管理を行う目安の参考にしてください。
①落葉果樹の施肥

樹種により休眠覚醒が異なりますが、早春より樹の活動が始まります。施用時期は次表のとおり
です。

区分

基　肥

春　肥

夏　肥

秋　肥

柿

12月中旬

―

６月下旬

10月中旬

施肥量の目安は、基肥は窒素成分10％の肥料で、成木で1樹あたり２～５㎏程度、夏肥・秋肥は
各時期とも基肥の半量程度となります。苦土石灰は基肥施用の20～30日前に概ね100㎏／10aを施用
します。
②落葉果樹の冬季防除

農薬以外による病害虫の防除として、落葉を焼却したり、発病枝を除去するなど、越年源を減す
ことが重要です。冬季の農薬による防除は落葉後となりますが、次表を参考にしてください。

③整枝・剪定の時期

落葉果樹類は負け枝（先端枝の衰弱）や日陰枝が枯死しやすい性質があります。また、枝を切る
時期を間違えると樹液が出たりして衰弱するので適期に処理しましょう（各樹種の剪定方法はまた
の機会とする）。ウメ・キウイは12月下旬～１月、その他は１月～２月に実施します。枝の切る位
置はキウイ・ぶどうは芽の下で、その他樹種は芽の少し上で切ります。大枝を切るときは、切り口
にトップジンＭペーストを塗りましょう。

樹　種

柿・スモモ

ぶどう

桃

梨

梅

栗

防 除 時 期

12月中旬～下旬

３月下旬～４月上旬

３月上旬～中旬

３月下旬～４月上旬

12月

12月

病 害 虫 名

カイガラムシ

黒とう病・晩腐病

縮葉病

赤星・黒星病

カイガラムシ

カイガラムシ

薬 剤 名（倍数）

マシン油乳剤（20倍）

ベンレート水和剤（200倍）

石灰硫黄合剤（７倍）

石灰硫黄合剤（７倍）

石灰硫黄合剤（７倍）

マシン油乳剤（14倍）

12月中旬

―

６月下旬

９月上旬

12月中旬

―

６月下旬

巨峰除く

９月中旬

12月中旬

―

６月上旬

９月中旬

12月中旬

―

６月上旬

９月中旬

11月下旬

―

４月下旬

７月下旬

11月下旬

―

収 穫 後

―

２月上旬

―

６月下旬

９月上旬

11月上旬

３月上旬

６月下旬

９月上旬

栗 ぶどう 桃 梨 梅 スモモ びわ キウイ



11
月
７
日（
日
）
愛
媛
県
果
樹
試
験
場

岩
城
分
場
に
お
い
て
、
岩
城
分
場
参
観
デ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
午
前
９
時

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
皮
切
り
に
、
三
千
人

を
超
え
る
来
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

研
究
圃
場
で

は
、
新
品
種
の

「
は
れ
ひ
め
」「
せ

と
か
」
の
栽
培
技

術
や
管
理
方
法
に

つ
い
て
、
技
術
員

の
説
明
に
熱
心
に

聞
き
入
る
風
景
が

随
所
に
見
ら
れ
、

営
農
相
談
・
技
術

説
明
コ
ー
ナ
ー
で

は
日
頃
の
疑
問
点

を
確
認
す
る
人
や

統
計
情
報
や
資
料

を
熱
心
に
見
入
る

人
等
、
研
究
熱
心

な
方
が
大
勢
い
ま

し
た
。
ま
た
、
他
産
地
銘
柄
の
展
示
と
試

食
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
甘
味
は
あ
る
が
酸

味
が
な
い
」、「
少
し
水
っ
ぽ
い
」「
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
美
味
い
」
な
ど
天
候
不
順
の

影
響
を
受
け
た
果
実
に
厳
し
い
み
か
ん
通

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
島
本
陣
岩
城

太
鼓
と
喜
多
浦
八
幡
太
鼓
の
競
演
。
恒
例

と
な
っ
た
餅
ま
き
で
は
、
人
、
人
、
人
で

足
の
踏
み
場
も
な
い
状
況
で
し
た
。

各
種
バ
ザ
ー
、
盆
栽
展
（
即
売
）、
岩

城
分
校
展
、
苗
木
、
花
の
苗
の
即
売
、
刃

物
類
の
販
売
等
が
催
さ
れ
、
今
年
も
盛
会

の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
さ
ん
、
技
術
の
収
穫
も
豊

作
だ
っ
た
の
で
は
…
？

今
年
は
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
、

元
気
で
賑
や
か
な
「
岩
城
分
場
参
観
デ
ー
」

に
是
非
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
上
島
町
の
農
業

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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「
岩
城
分
場
参
観
デ
ー
」

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

岩　　　城
【健康相談 10:00～11:30】
7日　船越公民館
15日　赤石公民館
20日　生活文化センター

生　　　名
【成人老人健康相談】
14日　三分団集会所10:00～11:30
【整形外科医健康相談】※要予約
16日　保健センター14:30～17:00

弓　　　削
【健康相談 9:30～10:30】
1日　久司浦集会所
3日　沢津集会所
7日　岳ノ下集会所
8日　佐島開発センター
14日　引野集会所
15日　太田集会所

【にこにこ広場 14:00～16:00】
8日　北集会所
22日　保健センター

【地域リハビリテーション】
2日　保健センター10:00～12:00
9日　三分団集会所10:00～12:00

【潮湯健康相談 11:00～14:30】
10日・17日　潮湯

【育児教室】
22日　保健センター9:30～11:30

【まめっこクラブ】
１日　保健センター10:00～12:00

【地域リハビリテーション】
2日　保健センター14:00～16:00
16日　保健センター10:00～14:00

■毎月の相談　　【弓削】定期健康相談　毎週月曜日（保健センター8:30～17:15）
母子相談　　　第２月曜日（保健センター8:30～17:15）※祝祭日の場合、第３月曜日

【１才半・３才児健診】
7日　保健センター12:30～

【献血】
17日　生名公民館前9:00～12:00

保健センター13:00～16:00

【【【【おおおお詫詫詫詫びびびびとととと訂訂訂訂正正正正】】】】広報かみじま10月号において、次のとおり誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
Ｐ８　追加 産業建設課　村上　冨子蕘臨
Ｐ９　誤 ■上島町生名保健デーサービスセンター　〒794-2550 上島町生名2133番地4 TEL 74-0911・0921

正 ■上島町生名保健センター　　　　　　　〒794-2550 上島町生名2133番地4 TEL 74-0911
■上島町生名在宅介護支援センター　　　〒794-2550 上島町生名2133番地3 TEL 74-0921

Ｐ22 誤 村上シメノ　　正 村上　東男
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